
令和 7年度仁木町地域おこし協力隊活動報告書

氏名 齊藤 一 活動年数 １年

活動目標

1.知識習得
ワイン用ぶどうの栽培方法、ワインの醸造方法の知識習得に務める。また、レス

トラン併設ワイナリーを希望しているため、料理とワインのペアリングを常に勉強
する。
（1）ワインアカデミーへの参加
ワインアカデミー基礎コースに参加し、栽培や醸造の知識を更に深めるほか、地

元ワイナリーのもとで、農業技術の研修を行う。また、同社のワインの生産方法や
流通方法等を学習し、独立就農に向けての具体的な経営方法を学ぶ。
２．農地の取得
独立就農に向け農地の取得を目指した活動を行う。具体的には以下のとおり。

（1）農地取得に向けた立地条件等の検討
農地取得に向け、どのような土地が自分の考えているワイン造りに適

しているかなど立地条件等を検討し、整理する。
(2)町農業委員会等への相談
農地を取得するため、町農業委員会等に相談。その中で、自分が整理

した土地の立地条件等の希望を伝え、そのような土地がない場合は、妥協点を模索
する。
(3)取得の農地にてレストラン＆ヴィラ（宿泊）の建設・開業に向け、金融公庫・
地方銀行への融資相談をし、実現に向ける。

３．ワイナリー兼レストラン経営の検討
ワイナリー兼レストラン建設のため、ワインに適した食材や経営方法等を検討す

る。具体的には以下のとおり。
（1）起業研修会への参加
起業方法や経営方法、融資制度等を学ぶため、研修会へ参加する。

（2）レストラン開設に向けた地元食材の発掘
レストランについては、地元食材の提供を検討しているため、どのような食材が

あるのかを調査研究する。また、レストランを開設した際の流通ルート等の研究を
行う。
（3）料理の研究
地元食材を使った料理について研究する。また、試食会等を開催し、ニーズ調査

を行う。
（4）ワイナリー兼レストランの店舗の開設に向けた検討
レストランを開設した後に、ワイナリーの建設を予定しているため、これらの店

舗の設計など、今後の具体的なプランを作成する。



活動内容

※500 文字以上

地域の方々や役場の方々の助けを受けながら、地元生産者さんとの交流、研修を
通じて農業の大変さ、難しさ、喜びを学ばせていただきました。特に大江の岩本農
場でのトマト栽培の研修では夏の暑さ対策や美味しい野菜へのあくなき情熱を感じ
させていただきました。またワインアカデミー基礎コースを１年を通じて受講し、
ブドウ栽培、ワイン醸造における知識と技術を勉強させていただき、新しいワイン
を通じた仲間とも出会えることができました。また、レストラン開設に向けた準備
では、農業委員会と相談を重ね、ただいまレストラン兼倉庫を建設準備中です。
その他では、観光協会や付近の住民の皆さまの紹介により新鮮な地元野菜や果物

を知ることができました。またワイリングウォークフェス、フルーツ＆マラニック
での出店やフルーツの里料理教室での講師も務めさせていただきました。その中で
地元野菜を使ったメニューの作成、試食、提供。地元ワインとのペアリングの提案
を１年を通じて行い、レストラン開業に向け活動中です。

自己評価

●一年間の自己評価及び進捗状況
地域おこし活動１年目として、仁木町の景色・風土や地域住民さまの助けやご指

導のもと充実した生活を送れました。研修先やワインアカデミーでの学びが大変参
考になった。来年度も引き続き新しい生産者さまと関わり、新しい食材の発掘を目
指します。レストラン開業には大きなハードルがあり、様々な方面からアプローチ
が必要と考える。

抱負
来年度も引き続き地元生産者さまのもとで研修、食材の発掘、レストランの開業

準備を行っていきます。またワインツーリズムの振興、料理教室の開催、ふるさと
納税等の加工品の試作・作成にも尽力していきます。

その他
秋田生ハムワークショップに参加。過疎化地域の冬季の観光を含めたワークショ

ップの重要性、意義について引き続き考えていきたい。



活動写真

・ドメーヌブレスにてランチイベント

・ライラックまつり参加



・札幌にて仁木町ワインイベント開催

・ワインアカデミー



・ワイリングウォークフェス

・大江岩本農場にてトマト栽培研修

・地元ワイナリーにて研修



・地元ワイナリー収獲研修・収獲イベント

・北しりべし手稲駅あいくるイベント



・秋田生ハムワークショップ参加



・地元産食材を使った料理

・細川農園 軟白ネギ
・けんとこ農園光黒大豆
・岩本農場ほうれん草

・紅果園リンゴジュース
・ホタテ貝柱
・ゴッコ

・岩本農場ななつぼし ・岩本農場小松菜


